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【「体罰をなくそう第４版」平成８年10月法務省人権擁護局より】
· 言葉による脅し、配慮のない言葉等によって精神的な苦痛を与える「言葉の暴力」も子どもの人権を無視した行為です。


＊顔にマジックで印をつける行為





＊髪を切る行為








＊殴る・蹴るなど身体に対する直接の侵害を内容とする行為





＊正座、直立等、指定の姿勢を長時間にわたって保持させ、児童生徒に肉体的苦痛を与える行為








＊グランドを走らせるとか、床掃除をさせる懲戒など、児童生徒に極端な肉体的苦痛を伴う場合








＊用便のため室外に出ることを許さないとか、食事をとらせないことなど教室に一定時間留め置くこと
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　◆　体罰をした教員の反省（思い）　①　◆－　





□「体罰は教師として最低な行為である」





生徒にとって安心・安全な場であるべき学校で、体罰で恐怖心や不安を与えていたことを考えると、私は「教師として最低な行為」を行っていたと思います。私は生徒を力で服従させていたにすぎません。生徒は単に私の顔色をうかがって、表面的に従っていただけです。


　私にとっては、このような上意下達の一方的な制圧のほうが、結果がすぐに出て、「楽」でした。しかし、体罰の生み出す結果は、生徒の心の奥底にまで届くものではなく、表面的なものであり、生徒には憎しみや無力感しか生まれなかったと、今は実感しています。











